
 

 

 
 

                       
校長 竹内 徳望 

「努力という名の、静かなる根」 
 
新しい年を迎え、校舎にはまた一つ、背筋の伸びるような空気が流れています。 
子供たちの声、職員同士の何気ない会話、地域の方々のあたたかなまなざし。日常の一つ

一つが、この学校を静かに支えていることを、１月という節目の月にあらためて感じていま
す。 
 
今日は、ある言葉から話を始めたいと思います。 

 
「努力をしても報われない人はいる。間違いなくいる。ただ成功した人は、必ず努力をしている。」 

 
この言葉は、決して厳しさだけを語っているのではありません。 
「努力とは、結果を保証する魔法ではない。しかし、人を裏切ることもない」 
そんな静かな真理を含んでいるように思います。 

 
かつて、一人の少年がいました。少年Ｔとしておきましょう。 
少年Ｔは英語の学習と音楽鑑賞が好きで、将来は音楽に関わる仕事に就

くことを夢見ていました。海外アーティストの歌詞を何度も聴き返し、言
葉を追いかけ、その意味を考える時間は、彼にとって何より大切なひとと
きでした。 
 
大学に進学し、夢への道を歩み始めた矢先、時代は大きく動きます。バ

ブル経済の崩壊です。音楽会社の多くが採用を控え、募集が出ても、希望
する会社の倍率は 300倍（採用数 60人に対して、応募 20,000人）という
厳しい現実。どれほど努力しても、扉そのものが閉ざされているように感じる日々でした。 
 
少年Ｔは、自分が積み重ねてきたものを見つめ直します。 
「努力とは、夢をかなえるためだけのものなのだろうか」 
そう問いながら、思い悩んだ末、得意だった英語を生かし、教員免許状の取得という道を

選びました。 
 
教員として歩み始めた日々は、決して平坦ではありませんでした。子供たち一人一人と向

き合う難しさ、集団を導く責任の重さ、自分の未熟さや人間的な弱さに気付かされる場面も
数え切れません。仕事は激務で、帰りは深夜です。しかしその中で、青年Ｔは次第に理解し
ていきます。 
 
努力とは、結果をつかむための「力」ではなく、人の内側に根を張り、その人の姿勢や言

葉、他者へのまなざしを形づくる「静かな営み」なのだ、と。 
 
およそ 30年の時が流れました。今、管理職Ｔの周りには多くの人々がいます。 
共に悩み、支え合える職員。成長の一瞬一瞬を全力で生きる子どもたち。学校を信じ、支

えてくださる保護者や地域の皆様。多くの支えの中で、「笑顔」と「絆」にあふれた学校生活
が築かれています。また、趣味である音楽鑑賞も続けており、その話題で職員と談笑するこ
ともあります。 
学校は、一人の力で動く場所ではありません。それぞれの思いや、互いの努力が重なり合

い、見えないところで支え合うことで、初めて子供たちの学びと成長の場となります。管理
職Ｔは今、日々その重みと尊さを感じています。 
 
生徒の皆さん。努力は、すぐに報われなくても、あなた自身を確実に形づくります。迷い

や不安の中で積み重ねた時間こそが、将来、誰かを支える力になります。どうか自分の歩み
を信じ、仲間とともに進んでください。 
本年も、学校・家庭・地域が一体となり、子供たちの未来を支えていける一年にしたいと

願っております。どうぞよろしくお願いいたします。 
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新生徒会本部役員が誕生しました。１２月２日に認

証式が行われ、旧本部役員からの思いと共にファイ

ルが新本部役員に引き継がれました。 

これまでの伝統を継承

し、これからの東中学校

を担っていくのは１、２年

生です。期待しています！ 

 

 

心を落ち着けて、思い

を込めて認（したた）め

る。生徒の姿を見ている

と、とても貴重な時間で

あったと思えます。丁寧に

書かれた字には「瑞々し

い知性」を感じます。 

 

 

３年生の入試がいよいよ本格化してきました。１２

月２４日には「調査書」と同じ内容の「通知書」が配

付されました。冬休み中には、県外の私立入試を受

験したり、県内の私立高校への出願を済ませたりし

た生徒もいることでしょう。一人一人の希望する進路

の実現に向けて、体調管理と共に、直前までやるべ

きことをできる限り積み重ねていきましょう。 

今後は県内の公立高校

の入試手続きもあります。

昨年度から全ての公立高

校で電子出願になってい

ます。滞りなく済ませられ

るよう、しっかり準備をして

おきましょう。 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事等 

1 木 元日 

2 金  

3 土  

4 日 学校閉庁日 

5 月  

6 火  

7 水 冬季休業日 終了日 

8 木 第３学期始業式 給食なし 登校指導日 

9 金 給食なし 安全点検日 

10 土  

11 日  

12 月 成人の日 

13 火 給食開始 

14 水  

15 木 生徒会専門委員会 

16 金  

17 土  

18 日  

19 月  

20 火  

21 水 ふれあいデー 

22 木 県内私立高校受験集中日 

23 金  

24 土  

25 日  

26 月  

27 火  

28 水  

29 木 全校集会 

30 金 アウトメディアチャレンジ期間開始（３年生） 

31 土  

2026年になり、初夢は見ましたか？今や知らない人もいそうな初夢の話ですが、「一富士、二鷹、三茄

子」と言われ、見るとよいことがあるらしいです。これには続きもあります。「四扇、五煙草、六座頭」です。

それぞれの言葉にかけられている意味を紹介します。 

「富士」…無事や不死「鷹」…高い「茄子」…成す「四扇」…お祝い事の小道具で子孫繁栄の意味。 

「五煙草」…煙は上に。運気が上がる。「六座頭」…座頭＝坊主頭→毛が無い→怪我ない。 

初夢


